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1．　はじめに
　前稿において，敬度1主義のロマソ批判から心理ロマソが生れてきた経緯を考
察したが，今回はその具体的な代表例として，モーリッツの『アソトーソ・ラ
イザー』の探究に移りたいと思う。
2．　その梗概
　前に述べたように『アソトーン・ライザー』は4都よりたり，第1部は1785
年に，第2部と第3部は，翌86年に，第4部はフラソス革命後の1790年に出版
されているが，各部の前には短い序言がつげられており，各都に対する作老の
意図が誌されている。第1部の序言では，rこの心理ロマソは，たぶん伝記と
呼んでも差し支えないであろう鉋なぜならこれらの観察が犬部分現実の生活の
中から取られているからである。」（Dieser　psychologische　Romξm　k6nnte
auch　allenfalls　eine　Biographie　genannt　werden，weil　die　Beobachtungen
gr6Btenteils　aus　dem　wirklichen　Leben　genommen　sind．）とロマソ全体
の性格について述ぺ，そして次にrまた主として人間の内面の歴史を描こうと
する本の中では，性格の大きな多様性のようなものは，期待し削・であろう。
というのは，その本は表現力を拡散するのではたく，凝縮し淀けれぱならず，
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魂のま注ざしを自分自身の中で研ぎ澄まさなけれぱたらないからであるパー・
しかし汰がら特に教育学的な見地に立つと，人間の注意をより多く人間自身に
くぎづげにし，人間にその個人的な存在をより重要なものにしようとする努力
は，少くとも決して全く無駄なことではたいだろうから」と誌し，作者の意図
が「人聞の内面の歴史」（die　imere　Geschichte　des　Menschen）を描くこ
とにあることを明らかにしている。第1部の冒頭の数ぺ一ジは，主人公アソト
ーソの父をめぐる宗教的な環境についての言己述になっている。ハノーファーの
郊外にある笛吹き男の伝説で有名なハーメルソの南西に鉱泉で有名なピルモソ
トというところがあり，ここに1756年に，静寂主義（Quietismus）または分
離主義（Separatismus）とよぱれた宗派のドイツにおげる中心人物であった
ひとりの貴族がその所有地で生活をしていた。静寂主義の教説は，前述したよ
うにギュイヨ1■夫人（Mad．Guion）の書物の中に主として含まれており，ギ
ュイヨソ夫人は，教育家でもあり，またオデュッセウスの子であるテレマコス
（テレマック）を主人公とした一種の教養小説である『テレマックの冒険』
（Les　Aventures　de　T616maque）の著老としても知られているフェヌロソ
（FranCois　de　Sa1ignac　de1a　Mothe－F6nelon）（1651－1715）と同時代の人
で，フェヌロソとも交際のあった人である。この貴族はフリードリヒ・フォソ
・フライシュバイソ男爵（Baron　Friedrich　von　Fleischbein）という名前で，
ちょうど自分の家が高い塀によって周囲から分離されているように，この土地
の他の住民やその宗教，風俗習慣から隔離して生活していた。従ってこの家は，
周囲とは違った憲法の施行されている一種の小さな共和国をたしており，全世
帯はとるにたらない召使に至るまで，r自分自身からの完全な脱却と至福な無
への参人……すべてのいわゆる自已の特性と自己愛を完全に押し殺して，神へ
の完全に私欲のない愛」（vδl1iges　Ausgehen　aus　sich　selbst，md　Eingehen
in　ein　seliges　Nichts＿g身nzliche　Eれ6dtung　a1ler　sogenannten　Eigenheit
oderEigenliebe，mdeinevδnigminteressierte　Liebezu　Gott）へと努
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力する人たちだげから構成されていた。これらの人たちは，毎目一回一種の礼
拝のために部屋に集まり，一つのテーブルの周囲に坐り，眼を閉じて頭をテー
ブルに置いて神の声か，内面の声を耳にするかどうか，1時間待たたけれぼた
らなかった。そして何かを耳にした人は，それを残りの人たちに明らかにした
のである。
　フライシュバイソ男爵は，またこれらの人たちの読み物に対して指定権をも
ち，雇い人たちでも15分でも暇な時間があれぱ，ギュイヨソ夫人の著作を手に
して，思いにふけった姿勢で坐って読むのである。
　フライシュバイソ男爵は，最初の妻の死後は，再婚せずに妹のフォソ・プリ
ュシェソク夫人と一緒に生活し，ギュイヨソ夫人の教えを流布するという大事
業に護にも邪魔されずに専心できるように，世間からひきこもった生涯をすご
していた。彼は毎夜3回決まった時間に起床してお祈りをし，昼間はギュイヨ
ソ夫人の多くの著作をフラソス語から翻訳することに大部分の時間を費やし，
それを自分の費用で印刷させて，信者たちに無料で配っていた。
　ところでギュイヨソ夫人は，全生涯を通じてもっぱら薯作活動に従事したの
で，その著作数は驚ろくべきほどの量で，マルティーソ・ルターも及ぱないほ
どであった。またギュイヨソ夫人は，その教義が危険であるという理由で迫害
を受げ，ルイ十四世によって数回バスティーユに投獄され，そこで死んだとい
われているが，確かでぱたい。彼女の死後頭を開いてみると，その脳はからか
らに乾き切っていたといわれている。とにかく彼女は今でも，その信老からは
第1級の聖者として，ほとんど神のように尊敬され，彼女の発する言葉は，ま
るで聖書の言葉のように重ん1二られていたのである。
　フライシュバイソ男爵は，プラソス旅行中に，ギュイ冒ソ夫人の著作を知り，
その中にみなぎっているかわいた形而上学的な狂信は，彼の心情にとって余り
にも魅力的であったので，熱心に帰依するようにたったのである。
　そして今は，彼自身も一人の聖者のように尊敬され，信頼されていたので，
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一目見ただけで人間の魂の最奥にあるものを見抜く力がある人のように思われ
ていた竈彼の家には，あらゆる方面から巡礼がやってきたが，それらの巡礼著
の中に，少くとも年に一度訪れるアソトーソの父親もいたのであった。
　アソトーソの父親は，ハノーファーの貧乏な音楽家で，本来の教育も受けず
に成長し，最初の妻とは若いうちに結婚Lたが，いつもあちこち放浪の生活を
していた。しかしながら最初の妻が死ぬと，突然物思いにふげるように汝って，
全く別人のようになり，ピルモソトにたまたま滞在していたときに，フライシ
ュバイソ男爵の支配人と知り合いになり，この人を通Lて男爵自身とも知り合
った。男爵はギュイヨソ夫人の著作を読むようにすすめ，アソトーソの父はこ
れに興味をもつようになり，やがてフライシュバイソ男爵のはっきりとした信
奉者になつた。
　それでも彼は再婚することを思いつき，アソトーソの母親と知り合い，彼女
はまもなく結婚に同意した。しかしたがら彼女は，夫の考え方と意志を疎通さ
せることができなかった。これが将来に起ることになる婚姻上の不和の最初の
きざLであった。夫は，妻がギュイヨソ夫人の教える高遠な神秘を理解しよう
としなかったので，妻を軽蔑しはじめたのである。
　このような状況のもとで，アソトーソは生れたので，彼についてはゆりかご
のときから抑圧されていたと，本当にいうことができよう。彼の耳が聞き，彼
のほのかに分りかげた分別が最初に理解した音は，理解しえたい夫婦のあいだ
のののしり合いとのろいの言葉であった。アソトーソは，そのもっとも著い時
から，両親のやさしい愛撫を受けたことはなく，小さな努力をしたあとでも，
それに報いるほほえみを受げたこともなかった。両親の家に足を踏みこめぱ，
それは不満と怒りと涙と嘆きの家へ足を踏みこむことであった。
　ところが父が七年戦争（1756－1763）で出征したために，母は2年間小さた
村に移った。ここでアソトーソはかたりた自由をもち，その悩みがいくらか解
消された気がした。しかしながらこの2年の幸せの時もまもなく終り，終戦と
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ともに，母はアソトーソを違れて夫のいる町へもどっれ
　さてアソトーソが重だ8歳にならなかった頃，母に第2番目の息子が生れ，
両親の愛情はこの子に注がれ，アントーソはまったくほったらかしにされた。
そこで自分と同年輩の子傑たちの友清を心から願ったが，みすぽらしく，不潔
でぽろぼろの服装のために，話しかける勇気も恋く，近所の子供たちも彼とは
付き合おうともしなかった。しかしながら，8歳の時に父親がアソトー：■に読
書を教えはじめ，彼の読書熱は飽くことを知らなかった。そして読書によって，
彼には突然新Lい世界が麗かれ，この楽しみのおかげで，彼は現実生活の不愉
快な面をいくらか埋め合わせることができた。周囲に騒音と叱責と家庭の不和
しか存在しなかったときには，彼はいそいで本に向ったのである，。このように
して彼はもう幼い頃から，当然あるべき子供の世界から，不自然で観念の世界へ
と押しやられた。（So　ward　er　scbon　f紬h　aus　der　na舳rlichen　Ki皿derwelt
in　eine　mna軸rliche　idea1istische　Welt　verd伽g仁）また8歳の時に病気
にかかり，その苦痛を忘れるために，ます童す読書に執着するようになった。
9歳の時は，聖書の話は初めから終りまで読み通し，モーゼやサミュエルやダ
ビデのような主要人物が死んでしまうと，彼は何回もそのことを悲しみ，友人
が死んでしまったかのような気持に恋った。
　アソトーソが9歳から10歳の頃にかけて，父親はアソトーソの痛めた足の治
療にピルモソトの鉱泉へ彼を連れて行き，アントーンはフライシュバイソ男爵
と個人的に知り合うことができ，男爵の承認をえて，1概の本を手に入れたが，
この本が彼を全く別な新しい世界へと導いたのであった。その本は，当時に犬
いに読まれていた『学間の香箱』（Acerra　phlIologica）という本で，この本
によってトロイやユリシーズやオディセーに出てくる魔法にすぐれた女神であ
るキルケや神にそむいたものが落される黄泉の国や神に愛されたものが死後に
住む至福の園などの物語を読み，やがてギリシャという異教の世界の神々や女
神とも親しくなった。またピルモソトに3ケ月滞在するうちに，アソトーソは
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最初の友人ともいうべき人を見出した。それは父親と同じ建物に泊っていたイ
ギリス人で，彼はアソトーソに英語を教えてくれ，英語の進歩の目ざましさに
驚いた。二人はよく話し合ったり，一緒に散歩したりしたが，15年後にアソト
ーンがイギリスを訪ねたときには，このイギリス人は，残念ながらすでに死亡
していた。このようにして，3ケ月という短い期間ではあったが，アソトーソ
は別人のように恋り，彼の観念の世界は大幅に豊かなものになったが，家にも
どると，爾親の新たな不和や，母親の絶えまない叱責と狂乱によって，元の木
阿弥と化し，再び以前の憎悪にみちた状況におちいり，彼の魂も暗く，人間嫌
いになってしまった。
　11歳になったときに，アソトーソは生れて初めて禁制の書物を読むという言
葉に表しえない喜びを味った。彼の父親はあらゆるロマソを徹底的に敵視する
人で，その種の本が家にあると，ただちに火で燃やすようにせまるのであっ
た。ところが女のいとこを通Lてツィーグラー・ウソト・クリックハウゼソの
宮廷・歴吏肩マソ『アジアのバニーゼ』や『千一夜物語』やシェナーベルの
rフェルゼソブルク島』を季に入れ，ひそかに隠れてむさぽるように読んだの
である。
　12歳になったとき，アソトーンの身の上につの大き次変動が起った。父親が
何人かの知人のすすめで，公立の学校でラテソ語の個人教授を受けさせたので
ある。これによってとにかく一度は公立の学校で勉強したいと熱心に望んでい
た彼の希望ば，部分的にではあるが実現した。ここで彼は，ラテソ語の活用を
すぱやく暗記してそらんじ，毎ヨ単語をおぽえた。そのため次々と上級段階と
進み，ます童す最上級生への段階に近づいた。長い聞願ってもかなわなかった
栄光の遣が自分の前に初めて開かれゆくのを見るのは，アソトーソにとっては，
全く幸せな瞬間であった。
　しかLながらやがてアソトーンにとっては，突然全く新しい将来への展望が
開かれることになった。彼の母が双子を生み，そのうちひとりだけが生き残り，
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この子の名づけ親にブラウンシュヴァイクの日一ベンシュタイソという帽子製
造業著がなったのであ私この人もシライシュバイソ男爵の信奉著で，アソト
ーンの父親とも知り合いであった。この帽子製造の親方は，ちょうど徒弟を欲
しがっていたので，アソトーソはこの親方のもとに雇ってもらうことになった
のであ乱アソトーソの父親から見ると，フライシュバイン男爵の熱心な信奉
者である人のところにあずけて，信心と敬度を学ぱせることは，すぱらしいこ
とであったが，ラテソ語を学んで以来学問が頭にこびりついていたアソトーソ
は，学聞と聖職者の黒衣に対して限りない畏敬の念を抱いていたのである。さ
て艀一ベソシュタイソ親方によると，アソトーソを友人として受け入れ，家で
は子供のようにみなされ，軽い仕事しかやらせず，堅信礼を受けるまでの年間
は学校に通ってもよいということであった。特に最後の学校の件は，アソトー
ソの耳には極めて心地よく響いた。というのも，学校へ通うことができさえす
れぱ，学問をするための方法と道がおのずから開かれてくるかも知れないと思
ったからである。
　また住所が変わるということも，彼にとっては犬きな魅力であった。ハノー
ファーの同じ通り，同じ家の単調をくり返しは，彼には堪えがたいものに恋っ
ていた。待ちかねたその目がとうとうやってきて，彼は母親と二人の弟と別れ
をつげた。父親が同行してくれて，彼は生涯で初めて旅をする楽しみを味っ
た。そしてブラウソシュヴァイクが近づけぱ近づくほど，アソトーソの胸は期
待でふくらんだ。そして暗くなりはじめた頃にローベソシュタイソ家に到着し
た。ローベソシュタイソ親方は，中年のやや小柄な男で，アソトーソは最初に
彼を見たときに，友人や慈善家というよりは，むしろ厳しい主人であり，親方
である人を見出したような感じがした。
　それでも父親が一緒にいてくれたあいだはまだよかったが，父親が立ち去っ
て行くと，ほかの徒弟たちと同じように，作業所で仕事をしなけれぱならなか
った。そしてまきを割ったり，水を運んだり，作業所を掃除したりするようた，
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一番程度の低い仕事をやらされた。このことは期待を裏切るものではあったが，
新Lさに興味を覚え，一種の喜びをも見出した。親方は秩序を犬変重視する人
で，労働時間，食事，就寝はすべて鐘の合図によって行われていた。昼食は12
時，朝食と晩食は朝と夕方の8時と決まっていた。従って当時のアソトーソの
目課は，まず6時に起きて朝食を待ち，朝食を終えると，仕事にかかり，昼食
を待ち，夕方には午後のつかれをいやすピールが一杯与えられ，夕食から就寝
までは，さまざまた思いを廼らせる時問であった。そしてこの生活の単調さを
慰めてくれるものは，目曜目への期待であった．1ヨ曜目には仕事から解放され
て，暗い作業所から戸外へと出て，のびのびとした自然の姿を満喫することは，
職人たちにとっては，何物にもかえがたい魅力であった。
　親方の家のちょうど真向いには，アソトーソが通学することを希望しても，
通学のかなわなかったラテソ語学校があった。生徒たちが出たり入ったりして
いるのを見るたびに，アソトーソは悲哀の気持をもって，ハノーファーのラテ
ソ語のことを思い起すのであった。ブラウソシュヴァイクでの徒弟生活の中で
は，さまざまな出来事があり，親方から十分に働いていないと見られていたア
ソトーソには，昼食中にナイフとフォークのもち方とか，食物の口へもってき
方とかを，何回も説教され，食欲を失わせるようたこともされたり，ヒポコソ
デリー症であった親方が恐怖を呼び起す幻想をもっていたために，親方のそぱ
のベッドで寝ることもあったL，つらい仕事を免除されたために同僚たちから
悪く思われたこともあった。またある時は，あらゆる致侯から判断して，悪魔
がアントーソの心の中に神殿をきずき，この神殿を破壌すること困難であると
断言し，もっともつらくて程度の低い仕事をアソトーソにやらせた。冬が近づ
いてくると，彼の状況はいよいよ困簸なものになった。アソトーソは，自分の
年齢や能力をはるかに超える仕事をこなさなけれぱならず，やがて両手はひび
割れして，血が吹き出るようにたった。それでも親方は容赦せず，一目中暖房
のない部屋で羊毛を硫くこともしぱLぱであった。
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　そうこうするうちに，アウグストという名前の徒弟伸間と話し合うようにな
り，友情をはぐくむようになった。ローベソシュタイソ親方はフライシュバィ
ソ男爵やその信奉者と同じように，教会や聖餐式を重視しない分離主義者であ
ったので，アントーソはプラウンシュヴァイクの教会へは行ったことはなかっ
た。しかしながらアウグストは，目曜日ごとにそのたびごとに別々の教会へ連
れて行ってくれた。アソトーソは，色々な牧師の説教を順々に聞くことは楽し
いと患ったからである。ある目曜目にアウグストは，同胞教会へ連れて行くこ
とを約束し，そこで彼が誰よりも優れていると考えているバウルマンという牧
師の説教を聞きに達れて行った。教会はミサの始まる前から人々で一杯であっ
た。バウルマソ牧師の説教を聞いて，アントーソは預言者の説教を聞いている
ように思い，家へ帰ってからも一言も1コをきかず，そのときからはどこにいて
もバウルマン牧師のことぱかりを考えていた。そして次の目曜目も，また次の
日曜目もパウルマソ牧師の説教を聞きに出かけるのであった。
　しかしながら，ある目の夕方親方がアソトーソを心底から揺り動かす声で
「地獄に気をつけろ」といわれたとき，突然の身震いが全身を走り，彼は死の
恐怖に襲われた。そして教会へ行ってバウルマソ牧師の説教を闇きに行くと・
説教壇で説いた題目は，死についての説教であった。彼は打ちひしがれ，暗然
とした気持で帰宅し，2遇間のあいだこの説教のために全くふさぎこんでLま
った。こうして13歳に淀ったアソトーソは，完全なヒコポソデリー患者になっ
てしまい，生けるLかばねのような存在になってLまった。げれども春が再び
めぐってくると，アソトーソは新Lい生のカを感じ，目曜目毎にひとりで散歩
をしはじめた。そしてある目のこと，絢1年半前に父親と共にハノーファーか
ら入ってきた門の所へやってきた。そして10回以上もブラウンシュヴァイクの
町へ帰るのではなく，再びハノープァーの方へ行く地点に立った。するとどん
淀ことがあっても，もはやローベソシ畠タイソの家にはとどまるまいという彼
の気持は，心の中にしっかりと根づいてしまった。ローペソシュタイソ自身も
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アントーソにいや気がさしはじめ，アソトーソの父親に息子を迎えにきてくれ
るように手紙を書いた。アソトーソにとっては，父親が家へ連れて帰ってくれ
るという便りより嬉しいのもはなかったであろう。父が連れ帰ってくれる目が
近づき，別れの時が迫ってくるにつれて，アソトーソの心は一層軽やかになっ
た。せ童い重苦しい環境から抜けだせぱ，新しい広い世界が再び開けてくるだ
ろうと考えたのである。そしてある貝曜目の午後，曇った空のもとで，彼は父
親と一緒にローベソシュタイソの家を立ち去った。悪魔がアソトーソの心の中
に神殿を築いたとローベソシュタイソから聞かされていた父親の態度は，アソ
トーソに対して冷淡で，打ち解けないものであったが，母親や弟たちに再会し
たときの喜びは犬変なものであった。
　家に帰って母親とふたりだけになったとき，アソトーソは母にパウルマソ牧
師のことを話したが，母の共感をえて幸せであった。彼はハノーファーでも何
人かの牧師の説教を聞いたが，一人として彼の心を動かす人はいたかった。あ
る目曜日のこと，ハノーファーのある教会でマルクヴァルトという牧師の説教
を聞いたが，パウルマソ牧師とは全く似ていなかったので，大いに反感を覚え
た。家に帰って母親にこの牧師に一種の嫌悪感を抱いたことを話すと，マルク
ヴァルト牧師が母の聴罪師で，母が彼の教区民であることを知って驚いた。
　そうこうするうちに，憂うつな気分に沈んでいたアソトーソの魂をもっと悲
しませる事件が発生した。母親が大病にかかり，2週閻にわたって，生死の境
をさ重よったのである。医老が回復の望みを放棄Lたとき，マルクヴァルト牧
師がやってきて，母親に聖餐をさずけた。幸いなことに母親は，再び元気にた
りはじめ，アソトーソも新たに活気を取り戻した。
　さてアソトーソは，今や14歳を越え，堅信礼を受けることが必要になり，そ
の前に宗教教育が行われている学校へ行く必要があった。ハノーファーには，
若者たちを将来の村の学校教師として養成するための，授業料無料の施設があ
った。アソトーソの父親も神の恵みから見放されて堕落したと考えている息子
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に，多額の金額を支出する意志もなかったので，この学校へ息子を行かせるこ
とにしたのである。
　最初の朝の時問に，将来牧鰍こなるべき人たちが，一つのクラスに集まって
いるのを見るのは，アソトーソにとっては晴れぱれしい光景であった。聖職者
である視学官が毎朝教師たちに役に立つ教理間答を行い，午後の時間に将来の
教師たちが，視学官の眼の前でそれを復習するのである。パウルマソ牧師の説
教を書き取っていたアソトーソにとっては，このようなことはたやすいことで，
視学官から注目され，自尊心をくすぐられる思いをした。しかし翌目の綴り字
練習では，つかえてしまって恥をかいた。年がたつにつれてアソトーソは急遠
凌進歩をとげ，その行動も非の打ちどころがなかったので，みんなの注目を浴
びるようになった。そしてそのあいだに親しくなった友人のすすめで，学間を
続けたい意志を視学官に打ち明げた。視学官はできうれば無償でラテソ語学校
へ通えるように尽力することを約束した。視学官は教会の役員会の委員である
ゲッテソという人にアソトーンのために，取りはからいを頼み，ゲッテソ委員
は授業料と本を無料にしてくれることを約束した。しかし食料と住屠と衣服が
必要なことは，そのときアソトーソには思いもよらなかったのである。
　勝ち誇った気分で家路を急ぎ，両親にその幸運を告げると，父親はただ冷た
く，アソトーソの勉強には一文も支出できないから，自分で食料と衣類を調達
するたら，異論は唱えたいというだけであった。「さてアントーソにとっては
学問への確固とした展望が開けそうにも恋かったので，もし予想外にも，全く
取るに屋ら恋いと思われた事清が，彼の将来の全生涯における運命に別の転機
を与えてくれなかったら，恐らく結局のところ，何らかの手仕事を習う決心を
したけれぱたらなかったであろう」という言葉で第1部は終っている。
　第2部の初めにも短い序言がつけられていて，すでにこの本に下されている
誤った判定をさげるために，「心理ロマソ」（ein　psycho1ogischer　Roman）
と名付けたものは，本妻の意味における「伝記」（B1ograph1e），しかもおよ
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そ存在しうる隈りの最少のあやに至るまでのある人聞の生活の真実で忠実な描
写であると宣言せざるをえないと述べている。そして最初は無意昧たこと，脈
絡の失われた系，混乱，夜と闇と思われていたものが，視線を固定するにつれ
て，闇や無意味は次第に消えて，脈絡の失われていた糸は再び結びつけられ，
混乱は整頼され，不協和音は知らず知らずのうちに協和音へと快い響きへと移
行すると注釈を加えている。
　さて第1部の終りで「全く取るに足らないと恩われた事情が，別の転機を与
えてくれなかったら」と書かれていたが，「この全く取るに足らない事情」と
いうのは，アソトーソが一緒に学校から出てきて，途中でアソトーソをからか
い始めた数人の少年たちとつかみ合いのげんかをしていて，そこへ突然マルク
ヴァソト牧師が通りかかったことである。アソトーンは自分の行為を恥じて・
率直に牧師にあやまると，牧師は許してくれてアントーソに目をかけるように
なり，のちに牧師の推薦でメクレンブルク・シュトレーリッツのカルル王子が
アソトーソの面倒を見てくれ，その生計費として月にたにがしかのライヒスタ
ーレル貨を与えることが決められたのである。かくしてアソトーンの願ってや
まなかった幸せの夢は実現し，この運命の幸せの転機を考えるたびに，彼はし
ぱしぱ喜びと感謝の涙をひそかに流したのであ乱
　アソトーソの父親は，自分の支出しなげれぱならないものが何もないことを
知って，アソトーソが勉学に精を出すことに異議を申したてたかったが，彼が
どこに下宿し，どこで食事をするかが間題であった。幸い王子の連隊のフィル
ターという名前のオーボエ奏者が自発的に無料で彼を下宿さ喧てくれることを
申し出てくれ，さらにかつて両親がその家に住んだことのある靴職人と，もう
一人のオーポエ奏者と，宮廷音楽家と，簡易食堂の店主と，絹刺しゅう職人が
毎週，無料の食事をさせてくれることを申し出てくれた。学問という広々とし
た分野が前途に横たわっていることは，彼にとって大きな喜びではあったが・
他方他人の世話になって邪魔な存在になるという屈屠的た考えは，彼の意気を
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阻喪させるものであった。したがって，アソトーンがこのような状況の中です
ごした年月は，だれもが幸福だとたたえたげれども，個々の時間や瞬間におい
ては，彼の生涯のうちでもっとも苦悩にみちたものの一つであった。あるとき
彼の女のいとこがアソトーソに一般にいうところの「うまく取り入る性格」
（inshuantes　Wesen）が欠けていることが出世のさまたげになることを予言
したが，彼女が教えてくれたように，フィルター夫人に向ってr私には父も母
も現在はおりませんので，どうか今から私の母親になって下さい。私も母親の
ようにあなたを好きになります」ということはアソトーソにとっては，どうし
てもはいつくぱったへつらいとしか思えなかったのである。
　かくして色々な人たちの好意によってアントーンは旧市街にある学校へ通う
ことになったが，バルホルソ理事長による試験を受げ，上から2番目の学級に
入る資格があると判定された。月曜目の轍こは，バルホルソ理事長は，アント
ーソを副校長と教会の音楽指揮者が教えているこの学級に紹介した。授業が始
まり，副校長は，神学と歴史とテラソ語の文体とギリシア語の新約聖書を教え
てくれ，音楽指揮者は教理問答と地理とラテソ語の文湊を教えてくれた。授業
は朝7時に始まり，10時まで続き，午後は1時に始まり，4時まで続いた。ア
ソトーソは，こうして教室で20人ないし30人の他の著者たちと並んで，その生
活の多くの都分をすごすことになりた。彼は熱心に勉強したおかげで，1年以
内に1つも文法的な誤りなしに，テラン語の文章を書くことができ，ドイツ語
以上にラテソ語で表現することができるようになった。童た10時から11時まで
は，副校長がドイツ語の朗読と文体の個人授業を行っていたので，アントーン
もこれに加わり同じくこの授業に参加していたイフラソトと知り合うことにた
った。このイフラントはのちに，有名た俳優でもあり，劇作家でもある人物に
たった人である。
　さて通学を始めてからしばらくして，アソトーソはお金をかせぐためという
よりは，むしろ新しい名誉ある地位につきたいという願いから，聖歌隊に入る
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ことを思いつき，4ケ月間音楽指揮著の歌の授業をうけたあとで，やっとその
目的を達し，アルトの声域を受けもつことになった。そして第1目目から聖歌
隊員の中で一人の目立つ少年を認め，名前を聞いて自分と同姓のフィーリヅプ
・ライザーであることを知り，親交を結ぶようにたった。フィーリップ・ライ
ザーは，優秀た男で，繊綴な感情と並んで機智にも富み，音楽的才能をももち，
機械にも強く，ピアノを製作Lて，それによってかたりな収入をえることもあ
った。聖歌隊員は目曜日の毎朝聖歌を歌うために，教会にいかたけれぱたらず，
また土曜目の午後も聖餐式のための準備として指揮老と共に聖歌を歌わなけれ
ぱならず，アソトーソにとっては，すべての休養の時間を奪うもっとも不愉快
たことになった。しかし聖歌隊の活動からもらう報酬もあてにしたけれぱなら
ず，また3ケ日続く新年のコーラスはアソトーソにとっては，特別な印象を与
えるものであった。
　そうこうするうちに，アソトーソを下宿させていたフィルター夫人には，そ
のことが重荷になり，9ケ月後に解約を申し出た。幸いギュムナジウムの校長
が交替L，新しいゼックストロー校長がマルクヴァルト牧師の親友であったの
で，アソトーソをその家に泊めてくれることになった。
　先に述べたように，上から2番目の学級では副校長による朗読の練習が行わ
れていたが，アソトーソとイフラソトにとっては，これがほかのすべてがかす
んでしまうほどのすぱらしい魅力であった。そしてアソトーソは，ほかの同級
生たちと，朗読の練習を聞かせるために劇を上演することを熱望するようにな
った。彼はいわぱ現実の世界の中で失ってしまったものを，芝盾の中で再発見
しようとし，外的た状況によって収縮Lてしまった心情を，観念的な世界の中
で拡大しようとLたのである。その結果フィーリヅプとの友情も，お互いのた
めに死んでもよいと決心できるような芝居がかった友情にたった。
　アソトーソの最上級クラスヘ進級の見通しは輝かしいものであった。ところ
で，ハノーファーのギムナジゥムの最上級生には，ほかの学校ではほとんどた
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いような有利な特点があった。かれらは新年を迎えると毎年，理事長と校長に
万歳を叫びながら音楽とたいまつつきのバレードを多くの観衆の前で行ったの
である。そして盛夏の頃には毎年最上級生たちによって公げの席で，芝居が上
演され，作品の選択や準備は彼らの思うように任された。さらに1月と5月に
は，それぞれ女王と王の誕生日があり，いつも盛大な弁論会が催され，そこに
は王子や諸犬臣や町の名士たちが出席した。従ってパレードの指揮者を護にす
るかとか，芝居の主役を誰にするかとか，女王や王様への誕生目のスピーチを
護にするかとかは，ハノーファーのギムナジゥムの最上級生にとっては，大き
な問題であった。ギムナジゥムヘ入ってからたったの一年で最上級生になれた
のは，アソトーソにとっては夢想だにしなかった幸福であった。アソトーソは，
復活祭の前の休暇に前途の希勤こみたされながら両親のもとへ帰り，家族の歓
迎を受げた。
　しかしたがら家からハノーファーへ帰った翌日，理事長によってキケロの
『義務について』の一部をドイツ語に翻訳する試験を受けたときに，ぺ一ジを
めくる時に不手際でその一枚を破いてしまい，理事長の信頼を一挙にして失っ
てしまった。その上フィルター夫人が彼の新しい上衣をしまい込んでしまった
ために，ローベソシュタイソ親方から貰った古い上衣を着て最上級クラスに通
わたけれぱたらなかった。この上衣は短かすぎて，こっけい恋外観に見えたの
で，同級生たちの失笑と軽蔑を浴びることになった。こうして教師たちからも，
同級生たちからも無視され，ないがしろにされたアソトーソは，人間杜会に絶
望し，ひたすら自分自身の殻の中へ引きこもっていった。
　あるとき，彼は古本匿へ行き，小説や戯曲を次から次へともってきて，物に
つかれたように読み始めた壬そして食事の費用も惜しんですべてのお金を注ぎ
込んだので，取り返しのつかたい借金を背負い込むことになった。
　あるとき復活祭の休暇で両親のもとへ帰ったが，その帰途ハノー7アーに近
づいたとき，両親のところである劇団がハノーファーへやってきて，夏の間ず
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っとここで公演すると聞いたのを思い出し，眼の前が一瞬明るくなったような
感じがLた。この劇団は1753年に結成されたアヅカーマン劇団で，この晩もレ
ッスィングの『エミリァ・ガロッティ』を上演することが分った。今まで何回
も読んで涙を流し，アントーンの心の奥底まで揺り動かしたこの戯曲が舞台の
上で見られると考えるだげでも，彼の胸は喜びでおどった。彼はこの時からは
もはや『芝屠』以外のことは］切考えず，人生の希望も，展望もすべて失われ
てし童ったように思われた。そしてかつてブラウソシュヴァイクでバウノレマソ
牧師に抱いたのと同じような尊敬の念を優れた俳優たちに対して抱いた。この
ように芝屠に熱中しているアソトーソを見て，校長はつい自分の家に下宿させ
ることを断り，彼はあるブラシ製造職人宅へ移らなけれぱならなかった。
　そうこうするうちに，夏のなかぱがすぎて，劇団が立ち去って行ったとき，
劇団のあった草原は，アソトー：■の散歩の目的地であったぱかりでなく，また
ほとんどいつもとどまる場所にたった。彼は時には，一目中目光のあたる場所
に横たわったり，川に沿って散歩したりして，まっさかりの真昼どきに周囲に
講も人影がたいのを見て特別な喜びを覚えた。彼はここで何回もメラソコリッ
クな考えにふげりながら，彼の想像力は，一年後になってやっと徐々に開け始
める犬きた光景を育てていた。しかし彼の生に対する嫌悪感は，極度に追い立
てられていた。彼はしぱしぱ散歩の際にライネ州畔に立って，その激流に身を
のりだそうとしたが，一方呼吸しようとする驚ろくべき欲望が絶望と戦い，恐
るべき力でもって突き出ている頭を元の後ろへと引き戻した。このような言葉
で第2部は終っている。
　第3部も短い序文で始まっており，「この第3都の終結とともに，アントー
ン・ライザーの放浪が始まり，そしてこの放浪とともに，彼の人生の本当のロ
マソが始まるのである。この第3部の中に含まれているものは，アントーンの
青年時代のもろもろの場面の忠実な描写であり，それはこの青春という計り知
れないほど貴重な時代をまだ脱げ出ていない他の人々にとっては，ひょっとし
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たら教訓とLても警告としても役に立つかも知れない。もしかすると，この描
写にはまた教師や教育著にとって，いくつかの全く無用でない示唆を含んでい
るかも知れない」と書かれている。
　さて第2部の終りで述べたように，絶望の淵に立たされていたアソトーソに
救いの手を差しのべてくれたのは，またしてもマルクヴァルト牧師であった。
牧師は第三者を通じて，彼が今までの行状をまじめに識罪し，後悔して改める
たらぱ，もう一度アントーソの面倒をみてもよいことを知らぜた。そこでアソ
トーンは，父親の立会いのもとで牧師と会い，新しい生活をすることを誓った
のである。彼はプラシ製造職人の家から，フィルター夫人や宮廷音楽師が住ん
でいるのと同じ建物の中のある仕立屋の家に移り住み，再びきちんと学校へ通
い始めた。カルル王子もアソトーンを自分の所へ呼び寄せ，借金の返済までし
てくれたのである。
　しかしながら，ある時ハノーファーへ曲芸師の一団がやってきて，安い入場
料だったので，この命知らずの曲芸を見て，昔のくせが目ざめ，毎晩見に行か
ずにはおられなくなった。このことによって彼は周囲の人たちの評判を悪くし，
理事長からも非難され，ますます孤独におちいった。そしてゴヅトシェートの
哲学やヴォルフの形而上学を読みふけるようになった。そしてその年の夏がす
ぎると，閻断たい頭痛に襲われるようになり，それから一年の閻ずっと続いた。
約一年間世話になった仕立屋ぱ，彼に下宿の解約を申し出，彼は町はずれの肉
慶の家に移った。頭痛という肉体的な苦痛が彼を絶えず薔しめたので，彼はた
またま手に入れたイギリスの詩人エドワード・ヤソグの『夜想』に読みふけり，
人生のむたしさと人聞杜会の無価値なことを再発見したように恩われた。彼は
r人間は現在もおり，また以前にもいた何千人という人たちの中で，たった一
人である」（M狐ist　unter　so　vielen　Tausenden，die　sind　md　gewesen
sind，mr　eineL）という真理を感じたのである。
　このような極度の虚無感におそわれていたときに，彼を救い出Lてくれたの
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は，古本屋二から借り出してきたヴィーラソトのシェイクスピアの翻訳であっ
た。突然彼には何という新しい世界が開かれたことだろう。アソトーソはシェ
イクスピアを読むときに感ずるすべてをほかの人にどうしても伝えたくなって，
町の遠くに離れて住んでいて，少し疎遠になっていたフィーリップ・ライザー
と一繕にシェイクスピアを読むようにたった。友人と一緒に読んだシェイクス
ピア読書のタベは，アソトーソの生涯においてはもっとも心地よい思い出の一
つであった。そしてシェイクスピアは，フィーリップ・ライザーとアソトー
ン・ライザーの間の友情のきずなをますます強固なものにしたのであ私
　さらに自分の考えや感清を他人に伝えたいと恩う欲求は，目記をつけること
を思いつかせ，その中で外面的なとるに足らない事件ぱかりでなく，その糖神
の内面の歴史（die　imere　Geschichte　seines　Geistes）を書きとめ，その書
きとめたものを手紙の形で友人にあてて書こうとした。このような相互的な文
体の練習は，アソトーソを初めて作家として産み出すように在った。
　アソトーンは，フィーリップとますますひんぱんに会うようになったが，こ
のことからアソトーソは思いもかげずヴィンターという名前の音楽指揮者の息
子であるもう一人の友人をえることになり，この友人に頼まれて誕生目に詩を
作ることを約束し，これを契機として久しく怠っていた詩作にも従事するよう
になった。ちょうどこの年（1774年）に，ゲーテの『若きウェルテルの悩み』
が出版され，夏の初めにフィーリップの手を通して一冊を手に入れたアソトー
ソにとっては，手離すことのできない本に危った。しかしながら，女性の愛の
対象となりえたいと考えていたアントーソにとっては，愛したり愛されたりす
る人間は，自分には全く無縁で，自分とは全く異たった人間であるように思わ
れた。また1772年に結成されたビュルガー，ヘルティ，フォス，シュトルベル
ク兄弟などを中心とするいわゆるゲンティソゲン森林同盟の詩人たちの影響を
うけて，アソトーソもみずから詩作に励み，時にはフィーリップにほめられる
こともあった。そしてた童たま作った『無神論老』と『憂愁』という二つが理
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事長（このあいだにバルホルソ氏はハノーファーからあまり離れていたい小さ
な町の教区監督に昇進し，シューマソという新しい理事長がその代りに任命さ
れていた）の賞讃するところとたり，やがてアソトーソの詩人としての評判も
町の中で広まり，あちこちから特定の機会に作る即興詩の依頼をうけたり，同
級生から詩作の教えを講われたりして，彼の将来にも明るい展望が開けてきた
ように恩われた。
　その年の冬が近づいてきたとき，アソトーソの身の上にはその明るい展望の
クライマックスになるような画期的な出来事が起った。すなわち理事長から1
月においでになるイギリス女王の誕生則こ行うドイツ語の演説を作るようにと
いう名誉ある要請を受けたのである。このことは，この学校の生徒のだれもが
望んだことであるが，ごく少数の者にしか与えられなかった最高のもっとも輝
かしい目標であった。というのも一般には，この王および女王の誕生目の演説
は，もっぱら若い貴族の子弟のみによって行われていたからである。このよう
た名誉を受けたアソトーソは，教えるチャソスが増え，収入の面でも改善され，
下宿ももっといい所へ移ることができ，同級生たちをコーヒー叶こ摺待すること
ができるようになった。
　アソトーソは，この時19歳で，もう5年もギムナジゥムに通っていたが，い
つ大学へ入学できるか分らなかった。春が近づいてきたとき，彼の心の中には
旅への奇妙な恩いがかつてたいほど高まった。港町であるブレーメソは，ハノ
ーファーから12マイルほどで，両親の住んでいる所は，ちょうどプレーメンヘ
の道のりの芋分の所であっれそこでヴェーザー川に沿って川を下り・海まで
行きたいというのが，彼がいだいていた計函であった。ヴェーザー川の眺め，
船，港町といったものが寝ても覚めても，彼の脳裏を離れなかっれそこで同
級生の一人で，兄がある商人の所に務めている人に手紙を書いて貰い，ドゥカ
ーテソ金貨を一枚もって出発した。3日目彼はブレーメソに着き，初めて船に
乗ることができた。しかしながら一文たしになってしまい，同級生の兄の好意
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にすがらなければならなかった。帰途には雨親の家にも立ち寄り，父親とも夫
いに心の交流を交わした。そして再びハノーファーへ戻ったとき，広い世界か
らせまくるしい環境へ戻らなげれぱたらないことを考えて，新たに不安の念に
かられた。ハノーファーにおげる余りにも目常茶飯事的たことは，彼にはとて
も面白味のないことのように思われたのであ孔
　しかしながらハノーファーの裁門の中へ入り，その片隅に芝屠の番付がはり
つげられているのを発見して，彼の魂は突然高ぶった。ゲーテの『クラヴィー
ゴ』が上演されていたのである。こうして『芝居』（Theater）と『旅』（Reisen）
という2つのイメージが彼の頭の中を支配し，その後の生涯に大きな影響を与
えることになるのである。彼の頭は芝屠のことで一杯にたり，勉強したり，教
えたりする彼の本来の仕事をたおざりにしはじめた。ちょうどその頃フリード
リヒ・マクスィミリアーソ・クリソガーの『双生児』が初めて上演され，アソ
トーソに驚ろくばかりの影響を与えた。やがて最上級生たちが芝居を上演する
のがしきたりになっていた夏休みが近づいてきた。アソトーンは，今度ば自分
にある役が与えられるものと疑っていなかったが，何の役も与えられないのを
聞いて驚ろかざるをえなかった。そLて激しい疎外感に襲われた。このような
苦境におちいっているときに，アントーソに近づいてきたのは，前にも述べた
副校長のドイツ語の朗読と文体の個人授業に一緒に参加したイフラソトであっ
た。ふたりは共通の関心事である「芝屠」というものによって深い友情を繕ぶ
ようになった。イフラソトは，最上級生たちによって作られていた劇団の会員
であったので，アソトーソもこれに加わったが，そのために多大の支出をせま
られ，収入以上の支出を余儀なくされ，また収入の道をへらしたりして借金地
獄におちいった。当時ドイツはブロックマソ，ライニケ，シュレーダーという
ようた輝かしい俳優の時代で，演劇界という輝かしいコースヘ進もうとする考
えが，多くの若老たちを活気づげ，その想像力をかりたてたのは全く当然のこ
とであった。
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　ところでアソトーソは，ひとりの若い貴族を教え，それに斌して報酬をえて
いたが，この若い貴族は，アントーンがいとまを告げる前にr失礼ですが，お
先に失礼させて頂きます」というのが常であった。どうしてアソトーンは生れ
ながらにして働らく人間の役をやり，若い貴族は支払う人聞の役をやることに
なっているのだろうか。このような偏狭なもろもろの関係によって抑圧された
人間関係を考えると，彼は人生に希望を失うのであった。このようにしてかね
てから考えていた旅へ艶たいという抗しがたい欲望と，広い世界で運をためし
てみたいという考えが，ますます強くなり，ハノーファーを出て，広い世界の
中で運命に身をゆだねようという決心がいよいよ堅いものになった。そこで当
時エクホーフが監督をしていたザイラー一座がワイマールに滞在していたので，
まずワイマールを旅の目的地に選び，ここで芝屠に没頭しようという自分の決
心を実行しようと思った。彼ばただひとり自分の計函を打ち明けていたフィー
リップ・ライザーに本や書類の保管を頼み，わずか1ドゥカーテソの金貨と身
、の廻りのものをもって，ある真冬の日曜1ヨの朝出発した。「しかしながら緑の
木におおわれた堤防のある町をあとにし，ふり返るにつれて家々がますますぎ
っしりとせぽまって行くと，彼の心はいよいよ軽やかになり，とうとうこれま
での彼のすべての不快と悲しみの舞台であった（ハノーファーの）四つの塔が
彼の挽界から消えた」という言葉で第3都は終っている。
　第4部は，冒頭に述ぺたように，少L時をおいて，フラソス革命後の1890年
に発表されされたが，これにも最初に序文がつけられている。そしてまずrこ
のアソトーソ・ライザーの伝記の第4部は，これまでの3都までと同じように，
そもそもどの程度まで，一人の若い人聞が自分で自分の職業を選ぶことができ
るかを敢り扱っている」と述べ，さらに「この都は，詩作や演劇術への誤解さ
れた衝動が未熟者をそそのかして味わ竜た色々在種類の自已幻減の忠実た描写
を含んでいる」と書かれている。そして1部から3都までを総括してrこの物
語の前の部分からは，次のようたことが明らかになっている。す恋わちライザ
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一の演劇への圧観的な清熱は，もともと彼が幼時から現実の世界から排除され
ていた生活と運命の結果であるということである。その繕果現実の世界が彼に
はひどく不快なものであったので，現実の世界よりも空想の世界に生きていた
のである。それゆえほんとうの空想の世界として演劇は，彼にとってはすべて
の不侠や気づまりに対する避難所でなければならなかったのである。演劇の中
でのみ，彼はもっと自由に呼吸することができ，いわぱ本来の姿であるように
思りたのである」と述べている。そして序文の最後に「外側からと内側からの
矛盾がこれまでの彼の生活であった。これらの矛盾をどうやって解決するかが
閻題なのである」とこれからのテーマを提示している。
　ハノーファーが視界から去り，足早に前進するに連れて，アソトーンの呼吸
はますますのびやかなものとなり，前途に横たわる広々とした世界と眼前こ開
かれてくる大きな展望のことを考えて，彼の胸はふくらんだ。彼の族のルート
は，まずヒルデスハイムヘ出て，そこからザルツデトフルト，ブロッケネム，
ゼーゼソ，ドゥーダーツユタットヘ行き，ここからミュールハウニゼンを経て，
まっすぐにエルフルトに至り，そしてエルフルトから約20キロ東のワイマール
ヘというものであった。そLて途中志願兵集めの徴募官に会ったり，雨に降ら
れたりして，エルフルトに到着し，旅館の主人にエックホーフー座がまだワイ
マールにいるのかと尋ねてみると，ワイマールとは反対方向のゴータにいると
いうので，予定が全く狂ってしまった。
　そこで彼はその日のうちに，ゴータヘ向い，エクホーフの所へ出かけたが，
エクホーフは予想以上に親切に彼を迎えてくれ，ほとんど一時間のあいだ対謡
してくれた。バターもつけないパソを食べながら40マイルも遠く歩いて，エク
ホーフに会い，話しをし，その指導のもとに俳優に放りたいと思っていたアソ
トーソにとっては，この瞬間はまさに天にも昇る心地であった。しかし雇用契
約のことに関しては，司書のリヒアルトの所へ行くようにいわれ，リヒアルト
の家を訪ねた。リヒアルトは，丁重に彼を迎えてはくれたが，エクホーフのよ
5フ2
　　　　　　　　ドイツ文学におげるロマーソ理論の研究（㎜）　　　　　　　67
うには簡単に敢り合ってはくれなかった。結局初舞台を踏むこともできず，契
約は繕ぱれず，アソトーソは失意のどん底におとされた。アソトーソは，ゴー
タで授業を担当する職をえて，無償で劇団の役に立ちたいと申し出たが，これ
も断わられ，万策つきてしまっれついには日雇労働者にでもなる決心までし
たが，エクホーフのもとに別れの挨拶を告げに行くと，エクホーフはここから
3マイル灘れたアイゼナハで，バルツァソトー座が公演しているので，この一
座に受け入れられるかも知れないといわれ，アイゼナハヘ向った。しかしなが
らアイゼナハヘ着いてみると，バルツァソトー座はミュールハウゼソヘ向けて
今朝出発したと聞いたときの驚きは正に青天のへきれきであった。仕方なく彼
はゴータを経て，エルフルトヘもどるカミ，途中で旅の道達れになった製本エか
らrあなたはエルフルトの犬学で勉強しようと思っている大学生だと思う」と
いわれ，この偶然発せられた言葉によって，へたへたと坐りこみたいくらいに
消耗していたアソトソーは，再び生へとよみがえらされたようた気持になっ
た。
　エルフルトの族館に着くと，のどの乾きに抗しえず最後に残った9プフエニ
ヒでビールを飲んでしまった。そして寝込んでしまい，一時閻後に目を覚ます
と，ちょうど向い側に坐っていた男がほかのところからきた学生ではないかと
尋ねた。そうですと答えると，アソトーソの苦境を知っているかのように，そ
の男は，今の犬学の学長代理は，ペテルスベルクにあるベネディクト派の修遺
院の院長で大変親切在人で最近にも，無一文でやってきた若著に援助を与え，
優しく世話をしてくれているから，この院長を訪ねてみたらどうかとすすめて
くれた。アソトーソは，早速院長の住屠を訪ね，ラテソ語で不運に見舞われて
エルフルトヘやってきて，ここで犬学での研究を続げるために援助を求めてい
ることを短い挨拶の言葉として述べた。院長は彼の出身地をきき，ハノーファ
ーであることを知ると，同国人であるフローリープ簿士に頼むようにいい，銀
貨をつアソトーソの手ににぎらせた。
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　フローリテプ博士は，うそもまじったアントーンの身上話を全面的には信用
していないようであったが，まずさしあたって食事と住居を世話Lてくれた。
そしてさらに無料で学生として登録されるように骨を折ってくれた。かくして
ほそぽそとした光りを放っていた芝居への清熱は，しぱらくのあいだ彼の脳裏
から消えさっているように思われた。ところがある目のこと，エルフルトで知
り合ったオコルトという友人がやってきて，学生たちが芝屠を上演する計画が
あり，二三の役がまだ決まっていないと話した。この言葉によってアソトーソ
の演劇に対する僑熱はまたしても燃え盛り，さらにオコルトが今度上演する劇
の中で彼に一つの役を提供する積りであることを付け加えると，憂うつな考え
はすっかり消え去っていた。学生たちが上演しようとしてたのはクローディウ
スの『メードンあるいは賢者の復警』という劇で，アントーンにはメードンの
恋人のクレーリーの役が与えられた。あごにひげがないことと，犬きな巨人の
ようなメードンに対して女として目立たない犬きさであるというのがその理由
であった。
　さてそのあいだにフローリープ博士は，アソトーソの出身地であるハノーフ
ァーのギムナジゥムヘ彼の行状について間い合わせていたが，その回答は好意
的なものであっ㍍たぱ演劇に対する愛着が強いことが欠点とLてあげられて
いたので・フローリープ博士は，アソトーソに劇から手を引くように勧めたが，
彼の愛着の強いのを見て，みすごすことにした。この劇の上演は大成功であっ
たので，彼がエルブルトで過ごした数遇間は，彼にとっては夢のようであっ
た。
　彼はまた市民と農民の週聞誌にときどき詩を掲載したので，それによって作
家としてエルフルトの市民のあいだでは有名になった。またその際にグラーデ
ミュラーという印刷屋で印刷の校正をやっていたが，このことが縁になって優
れた精神と心情の持主であるにもかかわらず，逆境に苦しんでいたザウアー博
士という医師と知り合いになり，この人に英語を教えたりLた。この人と過ご
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した何日かは，アソトーンにとって極めて重要なものであった。淀ぜたらあら
ゆる抑圧に対して勇気を奮い起し，もっとも困難なものにもくじけたい反抗心
を彼の魂に植付げたからである。
　そうこうするうちに，シュパイヒという旅劇団の一座がエルフルトヘやって
きて，学生たちが芝屠を上演した舞踏会用の建物の中で公演を行う許可をえ
た。アソトーンはもうかなり有名になっていたし，その俳優としての才能によ
ってある種の名声をえていたので，この一座の団長に紹介され，団長は俳優に
たりたい気持があるなら，アソトーソと雇用契約を繕びたいといった。この突
然提供された誘惑は，彼にとっては余りに強烈なものであったので，すべてを
顧みず，演劇の世界だげに生きようとしたのであ乱そしてフ田一リープ博士
にも，友人にも知らせず雇用契約を結んだ。
　しかLながら劇のプログラムにアソトーソの名前が誌されているのを見て，
フローリープ博士は学土の名前をプ日グラムにのせたことは許されない行為で，
異議を申し立てれぱ営業は許可されたいだろうと団長に警告した。翌目フロー
リープ博士は，アソトーソを呼び寄せて，演劇よりもっとよいものに案質を発
揮するように，父親のような態度で説得した。彼はこのような苦悩の中で，髪
の毛を失ってしまい，約2遇閥のあいだあちこち放浪せずにはいられなかっ
た・しかし友人たちの努力によって発見され，Wという友人がおじのシュプリ
ンガー教授に頼んで部星を世話し，一フローリーブ教授も再び彼の面倒をみるこ
とを引き受けた。このようにして一端は平静にもどったように見えたが，一種
の無気カと人生嫌悪におちいっていた。
　あるとき偶然劇場へ出かげて『イソクレとヤリユ』と『着きウェルテルの悩
み』が上演されているのを見て，もっと完全なものにしたいと考えた。彼はシ
ュバイヒ劇団一座が1遇闇後にエルフルトを出発して，ライプツ4ヒヘ行くこ
とを閨き，友人たちに一座と一繕にライプツィヒヘ行く彼の決心を打ち明けた。
そLてシュプリソガー教授とフローリープ教授にも諒解をえた。しかLながら
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シュパイヒー座は収入の不足からこの数週問非常な窮乏におちいっていた。団
長のシエバイヒは，衣装類をもって先にライプツィヒヘ出発しており，団員は
各自で自分の行く先を決め，馬や車や徒歩で出かけなけれぱならなかった。共
同の金摩はすでに空っぽになっていた。アントーンは，皆に別れを告げたその
日の午後徒歩でライプツィヒヘ出発した。エルフルトで知り合った親友のネリ
ースが次の村まで馬で送ってくれた。身を切るような寒さだったが，名声と喝
采を受げることを夢見ながら旅を続けた。ライピツィヒでは一座がいつも宿泊
する『誠実館』についてみると，一座の人達が異常に落ち込んでいるのに気が
ついた団長はライプツィヒヘ着くとすぐに衣装類を全部売り払い，そのお金
をもって逃げてL重ったのである。「シュパイヒー座はそれゆえもはや散り散
りになった鳥合の衆だったのである」という言葉で第4部は終っている。
3．　その評価
　以上が『アソトーソ・ライザー』の第1部から第4部までの大まかな梗概で
あるが，以下その評価について，いくつかの点を指摘したいと思う。
　a．　ウェルテルとの関係
　一読して明らか在よラに，このロマソは何よりもまず青春の挫折の物語であ
る。この点においてまず想起されるのがゲーテの『若きウェルテルの悩み』
（Die　Leiden　des　jmgen　Werthers）（1774年）である。『アントーソ・ライ
ザー』の第1部が出版されたのは，1785年のことであるから，『ウェルテル』
の発表とは約10年の開きがある訳で，モーリヅツは『アソトーソ・ラィザー』
の第3都の中で，『ウェルテル』が出版されてそれを読んだ時の感激を次のよ
うに誌している。
　　rちょうどこの年に『若きウェルテルの悩み』が出版され，その一部は孤
　独とか自然享受とか，人生は夢であるという族長時代のような生活方式等に
　ついての彼の当時のすべての考えや感情の中へ入り込んできた。
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　彼がフィーリップ・ライザーを通して『ウェルテル』を手に入れたのは，
夏の初めであったが，この時からrウェルテル』は手離すことのできない読
み物になり，彼のポケットから出てゆくことはなかった」
ただ恋愛については，無縁なものとして，次のようにしりぞけている。
　　rしかしたがらウェルテルの本来の悩みについては，彼には正Lいセソス
　がなかった。
　　恋愛の悩みに参加するには，強制が必要であった。恋愛の悩みに心を動か
そうとするたらぱ，彼は力づくでそういう状況へ自分を押し込んでいかなけ
れぱたらなかった。というのも愛したり，愛されたりする人間というものは，
彼にとってはなじみのない彼とは全く違った存在であるように思えたからで
ある。自分自身をおよそ女性の愛の対象として考えることは，彼にはありえ
　ないことに思われたのである」
しかしたがら『ウェルテル』の中の5月15目の項にある
　　「ぽくたちが平等でないということ，また平等ではありえないということ
　は，ぽくにもよく分っているのだが，ぼくは断乎としていいたい。尊敬をか
　ちえるために，いわゆる賎民から身を遠ざけることが必要だと考えているや
　つは，敵を前にして負けるのがこわさに，身をかくす卑怯着と同じように非
　難さるべきだ」
　という杜会に対する怒りは，rアソトーソ・ライザー』の第3部における次
のような怒りと共通している。
　　「この際に彼をとらえ，人生に嫌悪感を覚えさせたのは，結局市民的な様
　々な状況によって抑圧された人類という感情であった。彼はひとりの若い貴
　族を教えざるをえない立場にあったが，その若考は彼にその報酬を払い，授
　業が終れぽ，好き汰ようにねんごろに出て行くように命ずることができた。
　・一どうして彼は働く人間の役割を与えられ，もう一方の人閲は支払う人間
　の役割りを与えられたのであろうか。彼のこの世におげる状況が彼を幸福に
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　また満ち足りたものに。してくれたので牽れぱ，彼はいたるところで神の意図
　や秩序を見たことであろう。しかしながら今は彼にとってすべては矛盾と無
　秩序と混乱であるように思われたのである」
　さらにrウェノレテル』の1771年5月4目の項の
　　「とにかくぽくはここにきて全く気分がよい。このような楽園のような土
　地にいると，孤独というものは，ぼくの心にとっては，高価な鎮痛剤のよう
　なものだ」
という孤独に対するあこがれは，『アソトーン・ライザー』の第4部の次の一
節に符合している。
　　「世間から全く忘れられ，人閻から隔絶して，静かな孤独の中でその目を
　暮すことは，彼にとっては筆舌に尽くしがたい魅力であった」
　また『ウヱルテル』の5月26日の項の
　　r自然だげが隈りなく豊富で，自然だけが偉犬な芸術家を作るのだ。……
　しかしその半面，規則というものはだれが何といおうと，みんな自然の真の
　感情と，自然の真の表現をこわしてしまうのだ」
という自然への讃美は，『アソトーソ・ライザー』の第3部の終りのほうでも
　　腋は真夜中のこの静げさの中で，荒野の野獣のように自分が自由なのを
　感じた。広々とした地球が彼のベッドであり，自然全都が彼の活動の分野で
　あった。こうして彼は夜の明げるまで一晩中歩きつづけた」
と誌されている。
　このようた感懐は，すべての青春文学に共通したものともいえようが，特に
シュトルム・ウソト・ドラソグ時代の世界観の反映といえるであろう。『シュ
トルム・ウソト・ドラング時代の戯曲』（Drama　des　Stum　md　Drang）の
著著アソドレーアス・フイセソ（Andreas　Huyssen）は，浪漫主義や写実主
義とは違って，シュトルム・ウ1■ト・ドラソグ運動は，全冒一ロッパ的な現象
でなく，I音楽や絵画や建築運動を伴危わないもっぱら文学的・世界観的な運動
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とし，3傾の項点として第1にゲーテのrゲッツ・フォソ・ベルリヒソゲソ』
（1773年），rウェルテノレ』（1774年），第2にライゼヴィッツの『タレソトのユ
ーリゥス』（Ju1ius　von　Talent）（1776年）や，クリソガーの『双生児』（Die
Zwillinge）（1776年）や，レンツの『軍人たち』（Die　So1daten）（1776年）や，
ヴァグナーの『幼児殺し』（Die　Kindermδrderin）（1776年）などの書かれた
1776年をあげ，そして第3の最後の頂点としてシラーの3偶の初期の戯曲『群
盗』（Die　R童uber）（1781年），rフイェスコーの反乱』（Die▽erschwδmng
des　Fiesko　zu　Genua）（1783年），『たくらみと恋』（Kabale　md　Liebe）
（1784年）の書かれた80年の初期をあげている。ωしかしながらフレソツェル
の編集したrドイソ文学基礎資料』（Daten　deutscher　Dic趾mg）によれば，
一般に「シュトルム・ウソト・ドラソグ」時代というのは，ヘルダーの・『ドイ
ソ近代文学断想』（Fragmente　uber　dleコeuere　deutsche　Literatur）の出
版された1767年から，ゲーテとシラーの古典主義への転向までの1785年までと
されているので，②モーリッツも広い意味でシュトルム・ウソト・ドラソグ時
代の人間とみなしても差支えないであろう。
　b．時代史的意義
　次にあげられるのは，rアソトーソ・ライザー』の時代史的ないし杜会史的
意義である。このロマソは客観化してr第3人称型」（FトFom）の形で，自
分自身や，周囲の状況，その経験や間題について報告しているが，われわれは
これによって18世紀の後半の北ドイツの都市や村落の庶民たちの生活を知るこ
とができる。特に興味深いのは職人たちの世界で，その日常生活，目曜日に対
する喜び，その秩序やモラル，その労働や住屠や食事汰どが，次のように詳細
に述べられている。
　　rその上彼’（アソトーソ）がここで気がついた仕事の順序に従った進行は，
　自分が秩序正しく動くこの穣械の歯率であるのを喜んでいるような一種の心
　地よい感情を彼に与えた。というのは，家ではこのよう注感情は少しも釦ら
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たかったからである。
　帽子製造業者のローベソシュタイソは，家の中での秩序を本当に尊重する
人で，すぺてが，仕事の開始も，食事も，就寝も，ここでは鐘の合図によっ
て行われた。
　唯一例外といえぱ，週に少くとも1回は行われた夜間労働のときで，この
時だげは就寝に関しては鐘の合図はもちろんなかった。
　そのほかは，昼食はいつも12時に，朝食は朝8時に，夕食は晩8時ときち
んと決まっていた。これがまた仕事中に頼りにして待ち望んでいたものでも
あった。だから当時のアソトーンの生活は，次のように流れていたのであ
乱朝6時から仕事中にいつもすでに想像して味わっていた朝食を待ちわび，
朝食を受け取って，たとえそれがコーヒーのかすと少しのミルクと2ペニヒ
パンからしかなっていたいものでも，人間らしい健全な食欲で平らげた。
　それからまた新たな気持で仕事に向い，仕事の単調さのせいで疲労を感じ
てくると，昼食への希望がまたしても朝の時間に対する新たな関心を呼び起
Lた。
　夕方は年がら年じゅう火を使わたい食事が濃いビールつきで出された。午
後の労働のつらさを和らげるには十分な魅力であった。
　そしてそれから晩食から就寝までは，まもなくやってくるあこがれの休息
のことを恩い，仕事の不愉快とつらさを忘れて，再びなぐさみのほのかた光
を行き渡らせた。
　もちろんだれにも，翌日この生活のくりかえしが再ぴ最初から始まること
は分っていた。しかしながらこのような人生の結局のところ疲労をもたらす
にすぎない単調さが，日曜日への希望によってまたしても，好ましい方法で
中断される。
　朝食と昼食と晩食の魅力が生きる喜びや労働の喜びを受け入れるのにもは
や十分でなくなったときには，日曜日が来るまでにはどのくらいあるかと日
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数を数えたのである。目曜日には一目中仕婁を休み，暗い工場から広々とし
　た野原へ出て，自歯で果てしたい自然の光景を楽Lむことができたからであ
　る。
　　たお，休みたいときにいつでも仕事を休むことのできる上流階級の人たち
　を知らない職人たちにとって，目曜目は何という魅力をもっていることだろ
　う。
　　『女奴隷の子が元気を回復するために』倒一このおきての中にどんたに
　犬きくて，すぱらしい思いやりのこもった意味が横たわっているかを，完全
　に感じ取れるのは，職人だけである。
　　もし仕事からの1日の休息のために6日聞待つものとすれぱ，1年の3分
　の1を3目ないし4目の休日の達続を待つことは，骨折りがいのあることで
　あった。目曜層について考えることが，変化のない単調な生活に対する嫌悪
　感をもはやはぱむことができなく恋ったら，人生の魅力は，復活祭や聖霊降
　臨祭やクリスマスが近づくことによって再びよみがえるのであった。
　　たとえこういうものがすべてがあまりにもおぽろげなものであったとして
　も，徒弟時代が終了して，職人14：の身分になれるという甘い希望が加わっ
　た。この希望はほかの何物にも代えがたいものであり，新しい偉大な時期を
　生み出すものであったからである」
　このようた間題の領域は，それまでは文学的には，特にロマソでぼ，触れら
れずにいた領域であったので，当時の批評家からは「われわれが彼の計画に対
して文旬をつげなげれぽならないのは，彼がその主人公を誕生させ，生育させ
た身分や状況である。モーリ汐ツ氏は読書をする人，すたわち職人などの人た
ちのために書いている訳でばないから，その綱都が読老に対して，関心よりも
怠屈を呼び起こすにきまっている場面に対しては，用心をすべきであったろ
う」と不適当たものとされたが，今目我々の関心，興味をかきたてるのは，正
にこの点たのである。引用した部分に描かれていたような職人生活の一面は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　581
　76　　　　　　　　　　　　早稲田商学第343号
杜会史的に資重なものであって，ハイネが「当時のもっとも重要な文化遺産の
一つ」（ehel　der　wichtigsten　Denk㎜身1er　jener　Zeit）と呼んで，その杜会
学的意味を認めて高く評価したのも，そのためであるといってよかろ㌔
　C．心理学的側繭
　敬度主義のロマソ批判の特色は，神の前で自分自身の経験を書き記す宗教的
な日記であって，これが動機は紳学的なものであっても，ますます増加する世
俗化の過程で経験心理学に発展したこと，またヴォルフの経験心理学が18世紀
に心理学的関心と心の内面の経験の観察の増犬をもたらしたことは，前稿で述
べた通りである。その意味において『アソトーン・ライザー』は心理学的見地
から見て犬変興味深い作品である。ローベルト・ミ＝■ダーは，『アソトーン・
ライザー』を個人心理学が成立する百年も前のイソフェリオリティ・コソプレ
ックス（MindeIweれigkeitskomp1ex）についての予備研究と呼んだが，㈲極
めて示唆に富んでいる。小さい時からの父親との摩擦，両親の不和と貧困，み
じめた服装，無料の授業と食事など，アソトーソは敏感で傷つきやすく神経質
な青年とLて，ちょっとしたつまずき，とるに足らない偶発的な出来事，他意
のない事件技どにも心の安定を失ってしまう。モーリッツの生涯を克歎ζ調査
したフーゴー・アイビシュによると，｛6j全ギムナジウムの生徒の3分の1がモ
ーリッツと同じみつめな存在であったが，モーリッツすなわちアソトーソだげ
が貧乏から自己喪失に至るまでつぎつぎと悩みを重ねて行くのであ乱
　そLてそのコソプレクスの反動として，アソトーソは至る所でできうる隈り
頭角を現L，突出し，第一人老にならたいまでも，人々の注意を自分の方へと
引きつけようとする。そしてその虚栄心と自已顕示欲が傷つげられたとき，ア
ントーソは意気消沈し，落胆する。うぬぼれは，急変して自已軽蔑に転化する
こともあるのである。
　d．病跡学的側面
　上記の心理学的側面と並んで指摘Lたいのは，病跡学的側面であ乱『アソ
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トーソ・ライザー』は一種の病跡学の診断書といえるであろう。先に述べたア
イピシュの研究などによる．と，そ一リッツは大筋において忠実に伝記的な個々
の事実を尊重しているが，そこからそれたり，誇張したりする場合でも，虚栄
心や不誠実や小説的な効果をねらうために，そうするのではたく，全く認識そ
のもののためにそうLているのである。すなわち彼は，できる隈り完全な症侯
群を把握する目的をもって，時代の典型を目指して様式化している。この分析
される症候群は，近代人間の歴吏的・杜会的危機のあらわれである。
　例えぱそ一リッツはブラウソシュヴァイクの修業時代の屈辱的な経験を次の
ように書いている。
　　「かくしてアソトーソは，ユ3歳の時に，神の恵みがその選ぱれた手段によ
　って授けた特別なみちびきによって，本来の意味においてどの瞬間にも生き
　ながら死んでいるといいうる完全なピコポソデリー患者になってしまってい
　た。しかしたがら，あらゆるものをいやす力のある自然は，ここにおいても
　神の恵みがそこなったものを徐々に再び埋め合わせ始めた」
　古代キリスト教的た見解からすれぼ，自然こそが人閻を罪に・よって堕落させ
るものであって，神の恵みだけがそれをいやすことのできるものであるはずで
ある。しかしたがらここでは，それが全く逆になっている。ここに啓示宗教と
戦うそ一リッツの肇を見ることができる。
　モーリヅツは，アソトーソの病気のすべての症侯をたった1つの原因，すな
わち具体的な個人的た存在の欠如から来る抑圧された自尊心の繕果としての空
想力の悩みのせいにLている。原文の言葉を引用すると，「アソトーソは，子
供の時から独自の生活の塞盤を少ししかもたず」，それゆえ，「想像力の悩みを
耐え忍ぶことが彼の運命であった。そして想像力と実際の状況とのあいだには，
たえず不協和音が優勢になり，どの美しい夢にもそのあとで激しい苦痛でもっ
て仕返しがなされた」のである。このようた苦痛の根底には，繕局与えられた
状況では，存在と意識，想像の世界と実際の経験とのあいだの克服しがたい分
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裂があり，アソトーンはとどのつまりお互いに別々にたった内的生活と外的生
活という二重の生活を常に強いられる。人間の自己疎外の奥型的た例としての
自分自身の生活の分析が，モーリッツをしてこの心理ロマンの執筆に向かわせ
た主要な意図である。従ってシュリソプフもいうように，この作品の中心テー
マを単なるトーマス・マソ的な芸術家と市民との対立と考えるのは，間違って
いるであろう。｛7〕
　現実生活と理念の中の生活との分裂という現象は，近代杜会の経験であって，
モーリッツがその身分と教育からみて自分の目の前にみた小市民的なみじめさ
は，最初から彼や彼と同じ階級の出身考が自由に全的に人聞の能力を発揮する
ことを排除していた。18世紀のドイツの国家組織の内都で公げの市民的な活動
は，不可能であったことは，前稿でも述べた通りである。
　そのほか，演劇熱の問題，教養小説との関係，ブランケソブルクの『ロマソ
試論』との関係たど大きな問題が残っているが，そのことは次回に譲りたいと
思う。
注（1）A11伍eas　Huyssen：Drama　des　St皿m　md　Drang（Kommentaj＝zu　einer
　　1…＝pOche）　（1980）
（2）正I、八md皿Fre㎜e1：Daten　deutscher　Dichtmg，Chrono1ogischer　AbriB
　　der　deutschen　Literat岨geschichte（1970）
　（3）　「あなたは6日の閻，あたたの仕事を行い，7目目には仕事をやめねばたらない。
　　そ棚まあなたの牛やろばが休み，女奴隷の子や寄留者が元気を回復するためである」
　　旧約聖書『出エジプト言己』23－12による。
　（4）Lehrling（徒弟）一Gese1le（職人）一Meister（親方）が職人制度の三つの階
　　級。
　（5）Rob飲t　Mi皿der1Die　re1igi6se　E皿twicklung　vo皿K趾1PhilipP　Moritz（1936）
　（6）Hugo　Eybisch：AIiton　Reisef（1909）
　（7）Hans　Joachim　Sc㎞impf：Anton　Reiser（1965）
　　（B・v・Wiese：Der　deutsche　Roman所載）
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